
様式第２号（６関係） 

平成２１年度 第２回安曇野市介護保険等運営協議会 

１ 協議会名  平成２１年度 第２回安曇野市介護保険等運営協議会  

２ 日  時  平成２２年３月１８日（木） 午後１時００分から午後２時２０分まで 

３ 会  場  穂高健康支援センター 集団指導室  

４ 出席者   須澤会長、小林副会長、中村委員、二木委員、望月委員、高橋委員、山﨑委員 

松島委員、三澤委員、二村委員、小林（真）委員、丸山委員 

５ 市側出席者 丸山健康福祉部長 

保高介護保険係長、曽根原高齢者福祉係長、稲葉介護予防係長、奈良澤主査 

６ 公開・非公開の別  公開  

７ 傍聴人  ０ 人    記者 ０ 人 

８ 会議概要作成年月日   ２２年３月２９日 

協  議  事  項  等 

１ 会議の概要 

 総合司会（保高介護保険係長） 

 

(１) 開  会（保高介護保険係長） 

 

(２) あいさつ（須澤会長） 

 

(３) 会議事項（進行および座長－須澤会長） 

①平成２１年度各種事業の実施（経過）状況 

および地域密着型サービスの施設整備について 

［資料１］（事務局説明） 

○老人福祉計画の実施状況 

（高齢者福祉事業の概要、高齢者福祉事業への取組み状況、地域支援事業の概要他） 

                    

［質 疑］ 

 

（会 長） 

    １ページの２．生きがい活動支援通所事業は、開催場所や週の開催回数等、どこでどのようにされているのか。

   （事務局） 

     実施場所は４カ所。豊科と三郷は生きがいデイサービスセンター、穂高の地域福祉センター、明科の福祉セン

    ター（あいりす）で。利用者は週に１回、介護保険での通所サービスのような形式をとり、介護予防や日常生活

    訓練等をしてもらい、お帰りいただく。 

 

 

 

 



［資料２］（事務局説明） 

○介護保険の実施状況、介護保険事業計画の実施状況 

（安曇野市の高齢化の状況、要介護認定者、介護サービスの状況他） 

 

［質 疑］ 

 

（委 員） 

  国の示す参酌標準（施設と介護専用居住系サービスの入所割合等）は現在もいかされているのか。 

（事務局） 

  昨年度、第４期計画を立案いただいたとおり、平成２６年度までの目標としていかされています。 

 

（会 長） 

     要介護認定者数の内、介護度によっては６月と比較すると認定者数の伸びが多い介護度も見られるが、これは

    どのようなことが考えられるか。 

   （事務局） 

 介護認定の事務を行っている担当係が介護支援係になるが、担当係へも考えられる状況を確認したところ、は

っきりした結論は判りかねる点もあるようだが、考察するに自然増が大きいと思われる。要支援１の認定者の場

合、平成２０年と比較すると平成２１年は８０件程、要介護１の認定者の場合平成２１年は１００件程の伸びと

なっている。 

（会 長） 

 特定高齢者の方については、認定申請を勧めているのか。 

（事務局） 

 勧めてはいないということです。（介護予防係より確認） 

 

[資料２－１] (事務局説明) 

○第４期介護保険事業計画（施設整備計画）の進捗状況等について 

（施設等整備計画他） 

 

[資料３]（事務局説明） 

○地域包括支援センター業務実施状況 

（包括的支援事業・・・介護予防ケアマネジメント事業、権利擁護事業他） 

 

［全体質疑］ 

 

（委 員） 

     施設整備にかかる補助金の額は、どこかで公表されているのか。例えばグループホームだとか、いまの資料の

    整備計画には全てついているのか。 

   （事務局） 

 国の経済危機対策で交付金を県が基金を造成し、県からの補助金に変わり補助金の価格も平成２０年度までよ

りは上がっている。グループホームの場合、1,500万円だったものが2,625万円と価格的にも上がっています。現

在のところ、平成２３年度までの第４期計画期間中のみです。 

（委 員） 

 計画したものについては市は積極的に、整備していくのか。 

（事務局） 

 第４期の介護保険事業計画に載せている件数を守りながら、第５期の計画の前倒しということも国からいわれ

ているが、直接、保険料等に係ってくるので入所系施設については、あまり前倒しという訳にはいかないのかと

考えています。 



（委 員） 

     緊急通報サービスについて、発信機を持っているということであるが実際には発信機が別の所にあり、トイレ

    で倒れているのを郵便を配達した人が郵便物の溜り具合で発見した。発信機が携帯電話のようになっていればよ

 いと思うが。 

（事務局） 

  市で緊急通報装置として整備を進めているものは、２４時間の受信センサーが機器に付いており、２４時間動

 きがないと委託業者へ通信が入るようになっており、委託業者から確認をする。確認後、連絡が取れない場合は

 委託業者からタクシー会社へ派遣依頼が入り、確認に行ってもらうシステムです 

（会 長） 

  どのくらい出動件数があるのか。 

（事務局） 

  平成２０年度の状況になるが、全体で３２件程の出動がありました。ベッドから落ち戻れない、転倒してしま

 い起き上がれないなどの内容です。なかには、間違って押してしまうケースもある。 

 

 

②その他 

    な し 

 

(４)御礼あいさつ（丸山健康福祉部長） 

 

(５)閉  会（小林副会長） 

 

 

 

 

 

 

 


